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＜　　数学　　＞科　学習シラバス

 科　目 数学Ⅲ 学年・コース
３年生

紙のまちづくり
単位数 ４単位 教科書 高校数学Ⅲ（実教出版）

学習の到達目標

１　関数とそのグラフ，微分法，積分法，極限，平面上の曲線，複素数平面について理解し，基礎的な知識を身に付けさせる。

２　関数とそのグラフ，微分法，積分法，極限，平面上の曲線，複素数平面に関する問題を表現・処理する技能を習熟させる。

３　関数とそのグラフ，微分法，積分法，極限，平面上の曲線，複素数平面に関して身に付けた知識や技能を用いて事象を数学的に考
 察し処理する能力を伸ばし，活用する態度を育てる。

評価の
観　点

Ａ　関心・意欲・態度 Ｂ　数学的な見方や考え方 Ｃ　数学的な技能 Ｄ　知識・理解

評 価 の 観 点

１
　
　
学
　
　
期

4

１章　関数とそのグラフ

　１節　関数とそのグラフ

評
価
の
内
容

　数学的活動を通して，考え方や体系に関心
をもつとともに，数学的な見方や考え方のよ
さを認識し，それらを事象の考察に積極的に
活用しようとする。

　数学的活動を通して，微分法，積分法，
平面上の曲線，複素数平面における数学的
な見方や考え方を身に付け，事象を数学的
にとらえ，論理的に考えるとともに思考の
過程を振り返り多面的・発展的に考える。

　微分法，積分法，平面上の曲線，複素数
平面において，事象を数学的に考察し，表
現し処理する仕方や推論の方法を身に付
け，的確に問題を解決する。

　微分法，積分法，平面上の曲線，
複素数平面における基本的な概念，
原理・法則，用語・記号などを理解
し，基礎的な知識を身に付けてい
る。

評

価

の

方

法

・授業への参加姿勢や態度
・予習や復習への取組

・定期考査 ・定期考査
・小テスト

・定期考査
・課題への取組

　　①分数関数とそのグラフ ・定義域，値域について確認し，分数関数のグラフをかけるようにする。

　　②無理関数とそのグラフ ・無理関数のグラフをかけるようにする。

・逆関数について学び，逆関数のグラフをかけるようにする。

学期 月 単元名・小単元名 学　習　の　指　導　内　容　

・数学Ⅱで学んだ微分係数について，無理関数や分数関数における微分係数を求められるようにする。

　　②導関数 ・無理関数や分数関数の導関数を求められるようにする。

・関数の定数倍，和，差の微分ができる。

　　③積・商の微分法 ・積や商の微分ができる。

　　③弧度法と三角関数のグラフ ・弧度法について復習し，弧度法を用いて三角関数のグラフをかけるようにする。

　　問題１－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

２章　微分法

　１節　導関数　

　　①微分係数

6

　　②対数関数・指数関数の導関数 ・無理数e の意味や自然対数が理解できる。

・　対数関数や指数関数を微分できる。

　　③高次導関数

・r  を有理数とするとき， x
r
 の微分ができる。

　　④合成関数の微分法 ・合成関数の意味が理解でき，合成関数の微分ができる。

　　問題２－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

5

・第２次導関数，第3次導関数を求めることができる。

　　問題２－２ ・２節の学習内容を確認し，定着を図る。

　３節　微分法の応用

　　①関数の増加・減少と極値 ・いろいろな関数の増加・減少や極値，最大値・最小値を求めることができる。

　２節　いろいろな関数の導関数

　　①三角関数の導関数 ・三角関数の微分ができる。

　　④速度・加速度 ・直線上を運動する点について，速度と加速度を求めることができる。

・平面上を運動する点について，速度と加速度を求めることができる。

　　問題２－３ ・３節の学習内容を確認し，定着を図る。

　　②接線の方程式 ・いろいろな関数の接線の方程式を求めることができる。

　　③曲線の凹凸 ・第２次導関数とグラフの凹凸の関連がわかる。

・曲線の極値や変曲点を求め，関数のグラフをかくことができる。

・置換積分法の意味が分かり，不定積分を求めることができる。

　　③部分積分法 ・部分積分法の意味が分かり，不定積分を求めることができる。

　　④いろいろな不定積分 ・工夫して分数関数や三角関数などの不定積分を求めることができる。

　　問題３－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

7

３章　積分法

　１節　不定積分

　　①不定積分と基本公式 ・定数倍，和，差などの基本公式を用いて，不定積分を求めることができる。

・三角関数や指数関数の不定積分を求めることができる。

　　②置換積分法

２
　
学
　
期

８
・
９

　２節　定積分

　　①定積分 ・いろいろな関数の定積分を求めることができる。

　　②定積分の置換積分法・部分積分法 ・積分する範囲に注意して，置換積分法を用いて定積分を求めることができる。

　　①面積 ・定積分を用いて，曲線で囲まれた図形の面積を求めることができる。

　　②体積 ・定積分を用いて，曲線で囲まれた図形の体積を求めることができる。

　　③曲線の長さ ・定積分を用いて，いろいろな曲線の長さを求めることができる。

・関数の積の順序に注意して，部分積分法を用いて定積分を求めることができる。

　　問題３－２ ・２節の学習内容を確認し，定着を図る。

　３節　定積分の応用

　　問題３－３ ・３節の学習内容を確認し，定着を図る。
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４章　極限

　１節　数列の極限

　　①無限数列と一般項 ・数列の基本的な事項を確認する。

　　②数列の極限

・無限等比級数の和を用いて，循環小数を分数で表すことができる。

　　④区分求積法 ・区分求積法の意味がわかる。

　　問題４－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

・数列の収束・発散の意味がわかり，数列の極限を調べることができる。

・数列の極限値の性質を用いて，極限値を求めることができる。

・数列 {r n } が，r の値によってどのように収束・発散するのかがわかる。

　　③無限等比級数 ・無限等比級数の和を求めることができる。

　　②いろいろな極限 ・三角関数や指数関数，対数関数などの極限を調べることができる。

　　③関数の連続性

・円とだ円の関係がわかる。

　　④双曲線 ・双曲線の方程式から，その双曲線の頂点・焦点の座標や主軸の長さを求めることができる。

　　③だ円

・極限を利用して，巻数の連続性を調べることができる。

　　問題４－２ ・２節の学習内容を確認し，定着を図る。

　２節　関数の極限

　　①関数の極限 ・関数の極限値を求めることができる。

・関数の極限値の性質を用いて，関数の極限値を求めることができる。
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・サイクロイドの媒介変数表示がわかる。

　　②極座標 ・極座標で表された点を，図示することができる。
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５章　平面上の曲線

　１節　２次曲線

　　①軌跡 ・軌跡について確認する。

　　②放物線 ・放物線の方程式から，その放物線の焦点の座標や準線の方程式を求めることができる。

・双曲線の方程式を求めることができる。

・双曲線の漸近線を求めることができる。

　　問題５－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

・だ円の方程式から，そのだ円の頂点・焦点の座標や長軸・短軸の長さを求めることができる。

・だ円の方程式を求めることができる。

・極座標を直交座標で表すことができる。

　　③極方程式 ・直線や円の極方程式を求めることができる。

　　問題５－２ ・２節の学習内容を確認し，定着を図る。

６章　複素数平面

  １節　複素数と複素数平面

　２節　媒介変数表示と極座標

　　①媒介変数表示 ・円とだ円を媒介変数表示することができる。

・極形式で表された複素数を a ＋bi  の形で表すことができる。

・複素数の積・商を極形式で表すことができる。

　　①複素数 ・複素数の四則演算について復習する。

　　②複素数の図表示 ・複素数の和・差・実数倍の図表示ができ，複素数の絶対値を求めることができる。

学習のポイント 予習や復習など家庭学習を充実させると，学習の効果は一層向上する。進学補習への参加を前提としている。

2
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３
　
学
　
期

1

　　④ド・モアブルの定理 ・ド・モアブルの定理を用いて，複素数の累乗について考えることができる。

・z
n ＝1　の解を求め，複素数平面上に図示できる。

　 問題６－１ ・１節の学習内容を確認し，定着を図る。

　　③複素数の極形式 ・複素数を極形式で表すことができる。


